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第
４
回
を
迎
え
る
今
回
は
、

作
品
賞
と
し
て
「
芦
北
町
地
域

資
源
活
用
総
合
交
流
促
進
施
設
」

（
設
計
：
高
橋
晶
子
＋
高
橋
寛
／

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
選

ば
れ
、
構
造
家
の
佐
藤
淳
さ
ん

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お

め
で
た
い
出
来
事
で
あ
り
、
か

つ
施
工
を
し
た
当
社
に
と
っ
て

も
、非
常
に
光
栄
な
「
ウ
ッ
デ
ィ

ス
ト
の
た
よ
り
創
刊
号
」
に
ふ

さ
わ
し
い
お
知
ら
せ
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
私
は
授
賞
式
に

参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

授
賞
式
で
は
佐
藤
さ
ん
の
講
演

が
開
催
さ
れ
、
夕
刻
行
わ
れ
た

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
と

こ
ろ
、「
山
佐
木
材
で
な
け
れ
ば

で
き
な
か
っ
た
！
」
と
、
３
度

も
お
話
し
頂
い
た
と
の
こ
と
で
、

多
く
の
方
々
か
ら
「
お
っ
！
山

佐
木
材
か
！
」
と
声
を
か
け
て

頂
き
、
感
謝
感
謝
の
時
間
を
過

ご
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
終
了
後

も
終
電
の
時
間
と
携
帯
電
話
を

忘
れ
る
ほ
ど
、
蛤
を
囲
ん
で
佐

藤
さ
ん
と
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し

た
の
で
し
た
。

　

さ
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
に

は
、
播
先
生
（
愛
媛
県
立
武
道

館
）、梅
澤
先
生（
室
戸
バ
ー
デ
ィ

ハ
ウ
ス
）、
川
口
先
生
（
姶
良
体

育
館
）、
昨
年
、
日
向
駅
舎
で
作

品
賞
を
受
賞
さ
れ
た
阿
蘓
さ
ん

（
姶
良
体
育
館
）
と
、
以
前
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
皆
様
に
は
「
お
手
柔

ら
か
に
」
と
心
で
思
い
な
が
ら

も
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
と
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。（
川
口
先
生
か
ら
は

宿
題
も
頂
戴
候
）

　

ま
た
松
井
源
吾
特
別
賞
に
は

山
辺
豊
彦
さ
ん
（
山
辺
構
造
設

計
事
務
所
）
が
受
賞
、
山
辺
さ

ん
と
は
、
サ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
で

お
会
い
し
て
以
来
、
な
ん
と
18

年
ぶ
り
の
再
会
で
し
た
。
今
回

は
作
品
賞
、
そ
し
て
特
別
賞
と

木
造
が
２
点
も
選
ば
れ
る
と
い

う
、
木
材
・
木
造
関
係
者
に
と
っ

て
は
画
期
的
な
授
賞
式
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

著
名
な
設
計
家
の
方
々
に
、
こ

う
し
て
新
た
な
木
造
の
可
能
性

を
開
い
て
頂
い
た
こ
と
で
、
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
で
耳
に
し
た

「
木
造
も
お
も
し
ろ
い
！
」
と
い

う
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
不
況
が

さ
さ
や
か
れ
る
今
の
状
況
に
少

し
勇
気
を
頂
い
た
思
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
田
）

※ 

受
賞
式
の
写
真
は
（
株
）
中
田
捷

夫
研
究
室
の
鈴
木
様
よ
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

日本構造デザイン賞授賞式
８月 21 日、日本構造家倶楽部が
主催する、日本構造デザイン賞授
賞式が五反田の東京デザインセン
ターで開催されました。

2009年秋季



1 「くまもとアートポリスプ
ロジェクト」として位置
付けられた交流センター。
地元のスギを使用した集
成材で作られました。

2 集成材の緩やかなライン
が交差してカゴを編んだ
ような架構が大変印象的
な空間をつくり出してい
ます。

3 屋内側にカーブした外壁
の曲面は不整形な敷地輪
郭に馴染んだ平面を構成
すると共に、屋根のスラ
ストを抑える働きもして
います。

当社が取り組んでいる

　欧米等でホウ酸塩は木材の防腐防蟻用として広範
に使用されている。我が国では非定着型、拡散型薬
剤ホウ酸塩に対して評価が低く、普及していない。
　しかしホウ酸塩の持つ様々な性能は非常に高い。
拡散型である事から浸潤性の高さ、効果の持続性は
特筆すべきである。最近普及著しい金物工法の場合、
接合部に結露の恐れもある。一方、住宅の長寿命化
が重視されるようになった。それらの解決を大きく
前進させる決め手にもなるものと考えられる。
　今年度中に社内規格、自主検査態勢を整え品質保
証をより高めるべく、取り組んでいく。

ホウ酸塩処理防腐・防蟻木材

我が社では０３年より生産開始。今年度中に品
質保証体制の構築をはかる。

クロスラミナパネルの開発
当社商品名 ST パネル＝製材（S）+多層（T）

住宅用薄型タイプで試作中。中低層用大型建築
向けとして商品化を模索する。

　近年ヨーロッパで幅は
ぎした製材を直交積層す
る面材料(クロスラミナパ
ネル)が普及してきている
という。国内でもこれを
用いた３階建、７階建の
実大試験が行われた。国内では戸建て住宅用のもの
が普及しつつあるが、これも試行的に進める。一方
これまで、大型木造建築向けの材料として、大断面

集成材で軸組は対応しなが
らも適当な面材料が無かっ
た。当社の持つ大型プレス
（２２０Ｔ×１０基）で、
大型寸法（２×６ｍ　厚６０
～１００m/m）のパネルも製作
可能である。大型木造建築
向け面材料として、床板、
壁板の商品化に取組む。
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０９年より燃料チップの供給開始

　今年１月より当社から車で１０分程度の「立石養鰻」様向け燃
料チップ供給を開始しました。燃料チップ事業のお客様第一号で
す。
　昨年は重油の異常な高騰に産業界は大変苦しみました。幸い当
社グループ「協同組合きもつき木材高次加工センター」は、一昨
年重油ボイラーから木屑炊きボイラーに転換していましたので、
打撃を受けずに済みました。
　立石社長は当協同組合の結果も踏まえ、諸々の情報、情勢を検
討、チップボイラーへの転換を決意されました。温熱帯系の生き
物、鰻の養殖であることから発熱量の安定する乾燥チップを使用、
重油ボイラーも並行運転するなど慎重にスタートされました。
　立石養鰻様では、これまでの運転実績から自信を深め、今年度
は更に増設を計画、エネルギーの全量を木質系に切り替える予定
です。

　2008 年、京都議定書が履行され、

地球温暖化に対する関心は一挙に高

まり、「排出量取引」の動きにも注目

が集まっています。 「排出量取引」

は CO2 に価格をつけ、市場メカニズ

ムをフル活用して、技術開発や削減

努力を誘導し、CO2 の排出削減を目

指すもので、2008 年 10 月より、国

内でも試行的に始められ、試行排出

量取引スキーム及びクレジットの創

出、取引の２つの仕組みで構成され

ています。

　国内クレジットは京都議定書目標

達成計画に基づき、排出量削減を実

行する国内の中小企業等と、そのク

レジットを買い取る国内の大企業等

との協働（共同）事業として実施さ

れます。国内クレジットを利用した

温室効果ガス排出削減は、このよう

に大手企業の “ 出資 ” という形で実施

されますが、市民や中小企業等が中

心となって実施される自主的な取り

組みも行われています。

－国内排出量取引－
　

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
特
に
木
材
か
ら
な
る
も
の
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
呼

び
、
樹
木
の
伐
採
や
造
材
の
と
き
に
発
生
し
た
枝
、
葉
な
ど
の
林
地
残
材
、
製
材
工
場
な
ど
か

ら
発
生
す
る
樹
皮
や
の
こ
屑
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
平
成
18
年
３
月
31
日
策
定
の
「
バ

イ
オ
マ
ス
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
」
で
は
、
林
地
残
材
３
７
０
万
ト
ン
の
ほ
と
ん
ど
が
未
利
用
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
林
地
残
材
は
地
域
に
賦
存
す
る
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
一
つ
と
言
え
、

そ
の
利
活
用
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の

燃
料
と
し
て
、
重
油
に
換
え
て
、
丸
太
の
皮
や
製
材
工
場
の
端
材
、
林
地
残
材
を
燃
料
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。（
写
真
は
、
林
地
残
材
の
粉
砕
状
況
で
す
）



　季報「ウッディストのたより」秋季創刊号をお届けします。
　私たちはWoodist として、森やそこから生産される木材に限りない愛着を持っています。多くの方々に
Woodist の輪にご参画戴きたく、季節毎に私どもからささやかなたよりをお届けいたします。

　鹿児島では８月の初め、遅くてもお盆前には殆ど
の田圃で稲刈りが済みました（早期米）。
　８月２５日に十数年交流している中津川市加子母
の中島工務店中島さんに会いに行きました。その頃
鹿児島は油蝉が耳を聾するほどだったのに加子母は
つくつく法師でした。
　９月の中頃、あ、つくつく法師に変わったな、と
思っていたら今日（１０月３日）はその鳴き声もぐっ
と少なくなっていました。南国鹿児島でも暑い夏が
終わり、急速に秋の色が深まりつつあります。
　今年は台風が来ず、県内一部では水不足の所があ
ります。厄介者ながら水の恵みをもたらす有り難い
ものでもあったのです。

　１０月に入るとハマグリがおいしくなります。吸
い物くらいのだし汁を鍋に張り、ハマグリをどんど
ん放り込みます。煮すぎたらおいしくないので、か
らが開いたら片端から食べます。ハマグリに堪能し
たら、同じ鍋で黒豚を戴き、野菜、きのこ、薄あげ。
お仕舞におじやで締める。遠来の客がお見えになっ
たときのこれが私の定番料理です。
　隣町の錦江町「シーアグジャパン」の肥後隆志社

長は世界で初めてハマグリの陸上養殖を成功させま

した。海中に打ち込んだパイプからあふれる清浄な

海水と、二枚貝が大好きな植物プランクトンの自家

栽培がカギです。肥後社長の着想と奮闘のおかげで

真夏の２ヶ月を除くいつでも、おいしいハマグリが

入手できます。

〒 893-1206 鹿児島県肝属郡肝付町前田 972 番地
　　　　　　TEL0994-31-4141　FAX0994-31-4142

http://www.woodist.co.jp/ 　　　　     

集成材・木造建築に関するお問い合せは…

が
ん
ば
っ
ち
ょ
り
も
す
!!

営
業
の
巻


